
(

おやまだを

花いっ.LdrTJの

美しいまち_こ

払い住む山川勘は環境浄化推進をキ

ャッチフレーズに､地区民全員の協力によって､｢生ごみ｣　｢埋立r｣み｣　｢再生ごみ｣　の定められた分別のこみ出しを目標に美しい町づ-りに取り組んでおります｡

半成二年度よりむに花､?､りによっ

て町を明るノ＼丈ト′､するために自治会として実施することになり､車3万か
Jr-tnr算援助をいたたいて､八月に役.1円総出てほっ､りカT,クートしました｢l

･小出センター前'公会所､バス停､ごみ集積所にフランタ-を配置し､その後の水やりや管坪は老人会､妬入会'そ山他の川体など'剛ぐるみて､多数の人達か世話をしています｡
I;.･∵∵㍉Ir.､;'･T∴∴∴･･･∵･･"

ト二.- ､討〓山1 'コ二∵､･j｣=l'ナいLTr'晩秋か･り冬にかけ:て､集はた人､水仙､在はナ｣ウリッソ､ヒ∵シ
､/Tl''∵千七､h'･i･1､二･日余佃のプラン

ター二'きれいi<化か咲いてノ＼れノ?I
L二,しよう

先日､=tL山そばで､ひとり3おばあ

さんカ.きれいな=化か咲いている山を兄や二心か洗われて､気指か晴れますJいつ･J二二キ通る度に休ませても､りつております.ヒ11tTEわれ圭した｡

人(,3心キトfrJませてノ､山ろ化､∵､

り与'二か1カ･[･JHS｢に上二二本∵J多ノ＼山=化を咲かせて美しい町つノ＼りか出水iJ･['すは､りしいと思い去す･

編集発行小山田地区諸団体連絡協議会･小山田地区市民センター

山田町
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地区広報おやまだ　②

@%人福棚司題を考売春
-地区交流懇談会から-

小山田地区を暖かい心のふれ合う福祉の町へ

高齢化社会に向かう中で､小山田地区は特に老人

の占める割合が15%と他地区と比べても高く､み

んなが生きていて良かったと思える様な老後を暮

らせるようにと､平成2年度地区交流懇談会で話

し合いが行われました｡

1老いを楽しく明るく暮らすために-

㊨我々は知÷知､:

すい再に社会b Jl恩恵に浴していろし｣思うと何か.3二恩返しをLLJいと思っていソrI｡g入会JJ役割は非常にL/きいか､なかでlホラ､/ティ∵精神て､社会奉仕を机極的に進めて行きたいト半日分連山教貴S高揚､健康∵＼りに励人て/〓きたい｡牛きかいいある趣味等を1生懸命して､ボケのヘリ込むスキかない様に'父､お互に仲間を思いやる友愛訪問を活発にして行きたい｡

･-ひとり暮らし､寝たきり老
人の見守りネットワークづくりを-

㊨当地区には新

聞誌上に出る様な痛圭しい現伏ほほとんど無いか､将来の事を考えると､社会福祉協議会を軸に､日清会や､近所山方淫で自分達の出来る事か､り手を差しの('て行tJろよう福祉カートーlリや'ポう､/チィγ皇日成等をして､去､心して=辞せる町づノ､りそして行lY,)たいし

･-地区社会福祉協議会の活動
をもっと活発に･･

･･･ボランティア組織を作って
はどうか…-

周敬老霊ソレ七､/

卜など婦人会し一して色C,山車をしているか'他人山川粗ではなノ＼自分の問題ヒしてLJlとり注､りPJ山方に⊥iキかけ合｣たりしたいr･自分.〟 Jホラ､/1■＼-∵体験キ適して申b JT方でも介護の抑瞳会等の機会を作ノ∵ほしい(
7人l二人の舌詫てはとて-A

出来ない聖r,皆て協り出i/tる上.rlJ.なる11艮いと榊,A.｢｡丈ず7､/ティ∵山組織を作り

∵はしてリ-Ll 'ソ∵｢か'婦人会ヒして-.l梢l杯カキ出したいヒ思う｡
･･地区の特性をとらえて福祉のまちのモデル地区に-

㊨高齢h=3多い

事､空気山菜しい所などを活かし二　芭人偏征山モナル地
1iLlIなれろ与｢二㌧　′｢供や若

い人も福祉体験乍,i)して'mひい･>りJJある地域にi･j山るよ

p'丈'現在答川体はそれI

ぞれ'　1懸命していろか､佃わ､山ハト｣1,で㍑な/＼ ､社協を輔に力を大きノ＼結渠したら良いと思う,J

小山田地区の高齢者の現況 
地区人口5,406人 

65才以上の方812人 

(人口に対する割合)(15%) 

ひとり暮らし老人の方32人 

寝たきり老人の方23人 

(平成2年10月1日現在.老人ホームを除く) i 

会のおはき山講習会をいたしまし

寝たきり老人の方へ　笠

おはぎを配って　㍗露絹描結締…
婦人会　北尾　喜子誓さ'地Bl東山最たき｡老人二十1着

〆葉菜若葉V,譲宗‰UJカヤに､丁作りのおはさを食べ

小山酎地区妬入会は､地区の老人
問題に深い関心を持っております｡

現在当地区には寝たきり老人の方

が二十三名いらっしゃいます｡iq世話をしている,｣家族山方は､毎日大変だと思います｡

家庭の仕事たけでも沢山もる山に

その上､看病をなさるという事は､本当に疲れますo Lかし､こ家族のやさしいいたわりで､こ病気も救われたというお話を耳にするし｣'私達も何か出来る事はないかと考えて十一月十八日に市民センターて鋸人

て旧さたいと心をこめて作り､各町の婦人会役員でお配りしました<∪

今は勤めに出られる婦人が多く､
｢姉入会活動｣　に参加するのむ､むつかしい現状です｡しかし参加する事によ二Lt　色々の人に出会う事か出来､父皆と楽し/､学;i事によ二Jストレス解消にlな三,います｡

何事も皆て相談し､話し合って活

き沼さした地域社会になるよう､父ボラ､/ティア活動には力を入れて､明るノ＼住み良い町づ/トりに取り組んて/〓きたいと思います｡〉



～

みんなで

楽しい一日を

在宅ひとり暮らし老人の集い

_-t　-:-:

穏やかな秋晴れの十l月こ

い江口　(‖)　地区社会福祉協議会'民生委員会主催の･Jとに'ひとり暮らし老人の方々ト九名と､自治会､婦人会､老人会の代表のみなさんと一緒に楽しい語らいの一時を過こしましたo心､つ-しの食事の後は'地区のサークル､新舞踊や､大正琴､出席者の飛ひ入りのカラオケ､ひとり暮らしの八十三才の方の｢さのさ｣等､のど自慢も出て､出席者i同大喜びでしたo　どうそ'いつまでもお元気でお過こし下さいo

和無田町贋田ゑつ子　　墓

室

⑳　地区広報おやまだ

振りかえる幾歳月

夫と歩む人生の旅

いつも.誉空し病気i　＼

身体には自信を持っていた主人が､ある日″突然〟｢身体の自由｣を芙な二Jしまったため､手を黛してや､りねは　〟何l　つ〟出来なノ＼なってしまいました｡(昭和四十七年発病)

病院で診療を受けたところ

｢脳卒中｣と言われ､早速に入院となりました｡

その時期は､私が主人の付

き添いに行かぬほなりませんし､息子の嫁が初めてのお産のため実家に静養に帰っていて留守でございましたが､嫁も事情が変ったため､静養も充分出来ずに帰.二し来て家事を引き受けてノ､かましたo

入院して､電気治療､リハ

ビリ等の指導を受け四十日余りで松葉杖にすがってどうにか歩行が出来塙ようになり退院するまでに回復しましたo

ところが四年後･-ある夜

｢再度の発作｣　に見舞われましたその時､本当に運命の神の無情を恨みました｡

I

手厚い看護治療により柄行
器でどうにか少し歩けるようになったので退院し､そして十九年､手足も少しつつ自由を実って､今では上り宕上る事も出来な-なりました｡

最初に倒れた年に生まれた

孫も高校三年牛になり､〝歳月″　の流れは誠に賢いものでこざいます｡息子も嫁も真面目な働き者で昭和六十二年には､新築した家に″私達のた

_/一一一二二二一髪莞

めに〟陽当りの良い部屋を与えてノ､j L吏したし

私は､上人の介護のため､健

康でいなければと自分に言い聞かせていましたが､平成元年の二月頃から食欲不振で体がだる-､夜も不眠になりました｡

十･人に何回とiJノ-夜毎に起

こされて体の向きを右に返えたり､左に返えたり寝返りをさせてやらわはな､りす'夜も壁-Llなノ､赤ん坊3ように無坪を言うのです｡

こうした状況いなかて私の

身体も疲れ果ててし支ったようで､思いき二し診察を受けた所へ極度の　″過労と小眠〟と知､りされました｡

通院で点滴を続け圭したが

やむなノ､人完しなければならなノ､なった時､息子の嫁か｢お父さんの世話は私ではとても充分出来ないけれど1生懸命しますから｣と言ってくれました｡

嫁のその言葉を聞いて私は

涙の出る程嬉し-思いましたrJ

退院して巾ひ＼主人の介護に

入りましたか夜中に起こされるし一17ヤは愚痴も二王しよす

か静かに艮′､眠二-いつU巧は

＼

〟大丈七″かし一心配して､そっとは顔を山そいてす･I1-す十

｣

と眠二Jいるヒ小ッと友､LLE･pr
･上<二･J l｢たけ頑固真竹

かありま｢L　それは夕:｣か何よりも好きてやめる特はtn分の叱ぬ咽たヒ二日二Jおり無言て空箱をホシと私山前に投けてよ二します-′三)は回
･3楽しみiたい人たしいせめ

て好きな夕=｣たけでもと思
二,あきらめLr,;真Jll

また､卜人か回よりJ難しん

に毎日待ノてしろ車か1　∵山)吏十で　それは川〓市両社会偏粧協議会い移動八浴車か〓二回来てトノfJTPrJ1一てL㌔

旬日､相棒はi:湯で拭いて

いるのて寸か回し三=って-JjJ凪=Lに人里＼頂ノ､3か一番姑L I I/.∵､･･

暖かい日に外UJ景色を眺め

ている･土人を見ると'苦い頃はT牛懸命に働いた山に老後の今､私と旅行する朝も出来ず　″何を想二,いるのか〟と哀れにな二J後姿*p見なか･り'涙する時Jあり去rJ

この人の面倒は生涯､私が
見なければと心に念じ後何年続ノ＼か二人の山生の旅でございます｡この先迷って思案する事もあるでしょうが､この道が私に与えられた大の宿命だと思って頑張っております｡

平成三年三月

(､最招招)



地区広報おやまだ　④

山田町東自治会　矢　田　　清最近､地球環境に対∵ろ関心か高ま

っている中で川,i,り事は､地域い環境美化は住民一人一人山草鎮‥桝拐11･かリムなに守り築いて､そかそ拭い世代に申し送るのか､私達に課写;れナ]使命であるという事です｡〝豊かて住み上いyJJr,七的〟　IJ:証-Aか望卜JL一二ソ∵∴-

私達の圧トl小山目地iJいい二　二

空気のきれい]1 <'起伏悠=_ - ･1-八L.]'HJ自然に囲まれた環境山良い仁他的て､この他llil与′省けた事乍り∵丁ル∵i;r去J1　-･･E竹山恩恵∵･Ji.人-し土-.T叫りしいJいなんたつ∵り

しかし､時代の変化と共にごみ処理

レJ問題､汚水排水等､環境破壊の波は私達の足九へ次々と, ;)二｣来ていまう〔
こうした環境破壊.の問題に対し二

人の力は微力〟　であごJも″地域合体

かカキ併わせて〟　心描Tlhノ亮､りほ､それか大きな防波堤し一ん㌧∵,'=LJ･境保七に役=日.ついて㌻ー
捌.∵,:･1. ,J･∵∴J..mj.(.∴-../"i.

徹底してこみ出し聖上番制度llより故隼前か･り比,りし一見超えるよう∴きれい
Ilなって来てしまナし

こみ当番(･'すら車∴上∵tJ巾接肌堵
∵感L勉強し､自然し一二んに吋する認識か深去り､道端3空缶も目に付T.は

J=∵｣家Ll持ち帰り'次の再生二八収･1･了一

黒目に出したリ　コ,,/二⊥

･t. ･･t-シ'l　ン

山場にii<二しいろ心を思うし.､山山

･ー･∫

区て･Jせひ笑行に移してほしいヒ州,jい
･r/--

昨牛山､両艮し73地区-父流懇談会

い庸卜t H治会長31･<12上る提案で

克しい町リノ＼り　山上宜し｢こて.=化

ノ･,り,fI刺し　かなされていりりますー

再はセンター前'1 ,Tl'付附如'二ふ

渠軌場等に川李を適して､yJれいな花か蒔かれてい吏｣-　LgIりすかり山人に
LJかたけ心山安,[き⊥叶うえてノ＼れろ串

てしょーノ｡

〟ごみ処理〟　J　〝化つノ､り〟　Jこい

運動の輸キ小山州仝域に拡け､｢環境の良い小山田｣　｢美しい小山田｣と言
.∵∵･･･････,..J.∵∴､jJ･-･,･∴J. ･:

しい車てLLう｡

日召和63年から建設の始まった南部

工業団地は､日々に姿を変えて､新

しい工場が立ち並び､活気に満ちた

小山田を造りつつあります｡

変わりゆ<

南部工業団地

●Bソーン　株式会社JSP　　　　サイトウ工研

愛=クループ　①株麿=社　◎㈱三幸製作所　◎宏和工業㈱

打電　　　Hl

､

E! !.tLR…!!

●Cゾーン　日乃出コム工業㈱　太洋産業㈱

●Aソーン　太陽化学㈱



南部埋立処分場　　　　　　　内山臣

小山町

雪妻山央日永緑

㊧　おやまだ地区広報

内山町に

第二集会所完成

早速､健康教室で元気に活き活きと./

十月三十一日､内山温泉の前

に第二集会所(鉄骨平屋2-2平方メートル)　が出来ましたo

生活改善勉強会や､自治会､
老人会､婦人会等の地域活動､葬祭等の調理や食事場所に使われます｡

酪農でがんばっています
､l効率的な生産一乳牛の改良､､が課題　　和無田町　井上　健痩

._　_し泣L n

_､叫一-†･こ　き-:-
:-～;･ 1t　　　‥ヽ■′　-.}■　　　-,-.7.

/′√ゝ　_.　､IJ一　一1､･h_:

kt..1-
小山封地区にも､

酪農家は約三卜年前には､内山､山m､六名､美里､和無刑を中心に多数ありました｡

しカし　私か就

農した昭和四上二年には､内山を中心に約十五戸になっていました｡

当時は､当然″手

搾り″なので､頭数に限りがあり､利無配町の井上三千蔵方で､十川･五頭飼養されていたのが最高たったと記憶してムリます｡

現在では内山に

I

ハ′と甘たりlZたりたしL

成牛■lT IニE;; '自戒牛･L-

別(申し､八頭は農業肌_ ･究指∵･･[･十十∴･:Jd1p.:A/, I,.]･

′-ノ

在'糾･EJしてい=り辛Jl`巾県全域⊥叶一ふてL 1-LJTT_
川ト-二上､.二｢`LJ卜山｢た酪農家も､:'ト-二･H､叫`･ IL十tヒ急激∴減少し､拙作てはl∴日.Lをき二､i;り五十

1.L当りい刑責頭数∴;7レ"I
まー二Jは､川卜隼ころ-川｢川

･T.･Jこ.I.　′ ■'.i. ､ー卜･･･.:　J.

卜鎖　拙作ては､▲lA卜JL抑ヒ多頭化か超人てい山りよす′

わか同山桐山i/111､軽析成鳥

∴‖う食半清いち様化キ廿=H∴順調Jf発展をし言､],よやわか国農業の基幹的部門二戒にしてよしりし末LJJい､･==勿!.:/. ;･∴日,:_㍗:.二･･..

-7′. ';:小川山裾=:㌍}一山′､
l･

･∵H外山Li=いノ:山裾山∵机しい･-｣山し一1.5∵)　1-た｢

1､-)′､-+.)発展

J L｢LL二r"ーr
J.･[･. '∵･..■　い.㍗,･･'//JJ

‖レい-LilZノ巨亘｣ソ､トキ

･ノし,て】卜し-､LJl J I=1.

Ll.:JJ‥-∵辱め

.二･.I..∵　･.I.･･/･･

Jt.:I.1､.　[;∵∴

･=目上‥　LJ:/.｢一た″

机†nA.人･l･･∴-⊥1一J I

∴　＼∵.､∵　㍉-十

㌧二カ　リ.I
山改鳥か.㌻､にヒL十王し1巾要し一

上人一lJさL JL"目しレ∴-

巾叶　(十戒　I)　卜一日∴

J.　　.... I.JmI.･･｣P F∴_…　.

FIノ.._･ノーノ

ノ､Iyノ‥､/==1 'J=JJ1Hか用件･さ..:l去
)しl

/-1-ノ.〓州山出目W牛か
㍉1､1;--J　巾県代長ヒー′･..　.･　-.=･/=∴　.二

一iTルー√/　Tlか∵きよしし.仁

J I,闇催昭二､北融=I3酔

./　JI`..､.こ, '･::∵,--ノ　〝孔牛山己k良〟　ちと語
･･ノ〃

り草｢賎圭か得･り山気持JLrを
. ･村/′tL∵｣りりしtT(｣｢

･･-.l

T_:･T′1校JJ∵乱し'乍
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地区広報おやまだ　◎

子供会からの報告

-地区内l周駅伝大会-

和無田町　森　田　久　人

各町の皆様のこ協力のもとに実施されましたD選手たちは､各町内の声援を受けながら必死に走り､追いつき､追い越せの力走で頑張りました｡そして､コール地占こしは､多勢の応援者が集まり､最後の選手に､大きな声援をおノトつていましたo力を合わせ完走する姿が､多-の人にすはらしい感動を与えま

毎年十一月に開催される地

区文化祭に合わせて丈施してムります駅伝大会は'壁さに打ち瞳つ強固な体力と精神力を養う為に行われておりますJ

今年度で大会も6回を迎え

1 1チーム88人の小学生の参加がありました｡小山町JtT会所をスタートし､し巾艮七､/クーまてrl区間山川血を1 /･･イ-∫か完走しました｡

先,･=JLは､消防小山〓分川∵､

ミルク道路の横断は'夏､里:La'全協会､又沿道は､.ト里奈-3役呂ざ人らにお里話になり

した∪

今後は'中学生山部､一般の

部も加え､親と子のふれあい地域づ′､りのl環として､盛り上げていきたいと思いますo

｢駅伝大会｣
六年(美里町)塩田　朋今日地区内1周駅伝大会が

あったIj r今年は優勝むりかな｣とみんなで言っていたけと､六年間連続優勝できました｡

はしめはアンカーでコール

ィ､/した自分も信じ･りれなかった｡て･D賞状を手わたしてもらった時〝本当に優勝したんだな〟と思いました｡

重にいせてむ､りい､T<夕-

卜場所へ行三J劫分-訓分た
二,'二?兄ちゃんが卜,)ソ

て走三し来た｡その時の私､StよろこびはHては言い表わせないほどでした〔

リードしなからタスキを受

けとり､後を気にしないで､いっしょうけんめい走ったo

学校近ノ＼へ-ると､みんな

がむかえてくれた｡美里じゃない地区の人も､私に拍手をくれたり､応えんしてノ＼れて､と二Jもうれしかった｡

今日は自己=警票,走れてよ

かつたrJ

LH'山山町の祭りと言え

は　〝大1i.祭〟　大工祭と二二日えは
†奉納踊りとあんとん｣が浮か

びます0　人王さまは､邪忠を追い払い人々の苦を除/､神として尊崇されています"

毎年七H卜四日､加富神社

の大王祭に､境内を飾るあんとんについて紹介します｡

山田町子供会では､小学生

全員にあんどん円の障子紙を配布し､皆自分の好きな絵､圭た願いなどを絵にし､色あさやかに描いても､;i.王:㌔そして張りつけか役目山千で準備され､当日の飾りつけか行なわれますo

小さなあんどんが集まり

(約二一〇ヶ)参道､境内をにぎやかにしてくれます｡

屋青空JJILL､王主役､内側

から照明されLJあんとんを見

云主祭
あんどん

山田耶子供会育成会

矢田　節男

ると､r供3時出会った凪いいかなせか懐かしノ＼にいりい､他と比較できらいはご桁鮮な気かして-る｡二いあんとんを

妃て童心に吊り､目口を思い出して.＼わた･りし応心いま㌻′

ふんとん行事は昭和S始め
頃圭て続いており王したカ途中とi JI Iえ､現在山は'昭和

td卜年代前半ト]り′r｢なわかて
いろと聞いておりますn

拙..∵(,･'卜.;:∴∴ト∴川.I '',日

事もあり'本隼度は拝殿前の詩情無恥細り､T(---7-し㌻-,い､椀すJ..リ七会ない)いろいソりな賞品キトにL楽しい歓声てにきれい吏した｡

二JJり禦け車は宮世詔をほ
しめ､町内終梶川体の協力により支え､[れており､即トキをする山田鞘の研1･Edの行山下し1して､定石してします｡

小山の〟どんど″

小山町　永尾菜穂子

第6回地区内一周駅伝競走大会成績表

2　日lJBj町東　43分12秒
一1---十一一一一一一一一

3 1美Bi町(叫44分24秒
l

l

7 ;小　山　町i　45分29秒

｡十度RLu田丁川分17秒

w j~　~　　~~

L16分28秒人　名　田]

西　山　町1 4彬JL25秒

いつの頃からどんどの二の
風習が始まったかは､誰にLわからないよ､三,㌻o　昭和の初めは大神明橋の卜で､l HLuに開催されたようです｡

その頃､西所､東所の小学

生が､少年団という組織をつ-り､正目に飾った各家庭の門松や､わ､りを渠めてきては消防用が中心となり､炎をつけたそうですo

子供達は､正月に書いた､

書きそめを持ちより'竹につるして､炎に近づけ､紙が轟

＼

■㌻.

･､圭いいカソH｣　∴1かLLLに
なソ予　ヒ言二)...州二J上けたそう'Jip,･

卜､･J JP卜､/;･'∴.;=∴∵.･‥
を巻き'それ窯‥回ノ､｣け､ノ

/

るか南に向ノ1し一その年は北風が強い等と　〝凪･3古い〟　もしたそうて｣｡各自か手tlりの焼き網を持三J'寝についたお鏡さ-八を焼いて'･Ik病みしない様に祈願むし圭した｡

この日老若男女か､和気あ

いあいと､炎の輪の中で餅を焼ノ＼要は､何ともほほえまし

ノ､iあり､風情かあり吏し㌔

同し小山町に住みなか､り'

一年に一回､この日に顔を合l
わせるLIいう人lあるそうてす‖一

先嗣代々か∴/続いた伝統行

事をなノ､･･TJないように'親から｢'撞へし一伝えてい三,ほしいと思いまうLT



いきいき学び妻レた

■高齢者教室て

イチ､二､サン

■アートフラワー

すてきたね

^ふくらむふくらむ

ハンつくり

Tふるさとの歴史を

再発見して

^廃油から石けんづくり

とてもよ-汚れが

おちました

^リフォームで

ものの命を生きかえらせて

料理講座に参加して

鹿間町　市　川　博　子

近頃､子供の成人病や､若い働き盛りの人が〟成人病〟の為に亡-ち

った話をよノ＼聞きますo

以前から､インスタント食品があふれている中で､健康についての症

しい知識を得､毎日の食事に生かせたらと思っていましたo

⑦　地区広報おやまだ

料理講座に参加して､一食に使われる材料い多い
事､何より､ほとんどの料理が薄味であるrこ)に鷺きました｡

主人は以前､血圧か高ノ＼　それまで漬け物か好き

で､三食切らした事がない程食べていました｡前から塩分がよノ＼ない事は知っていましたので､漬け物を出さないようにし'酢の物や､ごまあえを増やして工夫したところ､現在では正常値を保っています｡それでも､わが家の味は少し濃いのに気かつきました｡

講座に参加させていただいたおかけて､ビタミン

頬､カルシウム､その他の栄養素を山Hの食事にバランn'T良く摂ること､薄味に心掛けることか'家族の健康椎持に役立つことを学ばせて頂きましたo

､..,->　J′一　　)､･････>J JJ-～･,　　}･>-1･･,,J　‥一ノー､)･･　　　J　　　　　･〉　　･､　ノ　ー　　　　ヽ､･1-.)　)I…Lu….^　ノ　S._ q

･どんノ＼｡のころか-嚇轡･

山酎町　矢田　佳範

小山田軽要人ホ⊥　　　岬議に

俳句同好会　　　大場は今･=:赤に山霊∴ji/:′る

山置矢田照子･手術衣を脱ぎて狭庭の讐警　㌣晶か毒,qS化は

L心せい　　勅諭にわれて光り輝き

･山の影山に従い冬茄ろろ　　　　そ=･-人しい形そ翌こい色

紺刷雄　松岡婦美子　　　　　　　　　　　位ii　　ト=乍に川∵J

･朝山日詰ゆく空にぼんやりと　　　そ山愛を求･2ていソわ

れ言仙に命を求･>:て大自然山人yp1.5忠カキ,I,いて

燃ゆる縁のその中に立つ　　　　　　　　　　　嘉人　　命山限り咲い∵い′リ

松岡婦美子

冒川丹松岡婦美子



地区広報おやまだ　⑧

わが六名町にはその昔､｢六
名村字中村｣　山時代から続いてきました　″山の神祭〟　かあります｡

祭日は十二月七Hですか､

前日　(六日)　の宵祭には氏神

ナ丁十17-ノ-､コ-

山ノ神社(御祭神大山紙命)に今年の豊穣を感謝するため

メ.1J′

各戸が赤飯を供鮮する行事か

ありますJJ
山里征は時L3流れに∵-誉イ変わ二,き圭したかt I=名山÷=い遺しましたろそ山　〝作TJ〟を. hJL去㌻ハ

ム供え｢=山二二去=は新しい
杉山木､叉は桧礼太を継に削り､鉱にて削り卜T:｢糎句作の薄い板を作り宝J-｡

本山香り里=回い板いい′二′

__ト＼ノー;申したIT粧し1小=‥キHrJ
てn｢た赤飯を盛;上十二､神前にお供えいたして｢隼L^感謝〃拝礼をいたしよ㌻

お供えした赤飯1J;　守f rL一

共｢∵てい土工某にしてi=き‥m卜はせ1.-に出いてきて､汁l′1
ドル〓卜JL7や獣LIも食∵.)セ∵

iLきているも山に豊穣里njみ
に浴するよ.㌧にと占い苦より伝え･∵;.ていいり　〝い.I HTLJ.ド

_･･11〃

山温かい心?､しいnJ″つてあります

L日　本祭当日は､山神二

人りLH一木､山伐採､桂払い､草刈り等山作業は行ないたいよう堅い申し合-=1せかあり三した

丈､卜Jl:]いl∴-はムーr

〟 J笹木に∵触き蕨い三十カ･り信に.L T+_確り吏せんし
-:名3　〝山い神祭"い作法

して詔介させていたし=しそ｣吏LhL

地区の人口　5,792人

甘成3年l jj 1 rll-ill/i:)
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毎年､小山出地区文化祭に､
時代をさかのぼって､古典ゆかしき､伝統美あふれる､手造りの帯〆や羽織の紐'髪飾り､ベルト､キーホルダ-等

組み紐に取り組んで

鹿間町　安藤久美子さん

の組み紐の作品が､出されますo

今回はその出品者のクルー

フ代表　(講師)　安藤久実子さんを尋ねよした｡｢度､近所

の万が一二名､[牛懸命習二Jいらっしゃる所で､い山話しを何いましたし

安藤さんか伝･竺)㌧/1.組み

tE:･H､
･>fr什-)

京都伝統工芸　紅組道-

｢雅流｣　主｡=い貴l■-ド/勺位前に､二]1.人山中堵赴圧し一イ供さんか小丁柁(･八㌔して時間か出欠･たSを保全に　ー

I?

か､lJに?､事キ　し恵ノていた的'たまたまへ　二3紺み糾r3 ､1無料講;;奈にぢ加した山カきrかけ/rTLIJうてJ/
一目l H､板粕に川み八l真

.Tqtた､優靴な古典模様の味わ
いに魅せ､りれて､=L避習い始め､今にムト二｣し五十(

九台や､高台､綾竹-ウル･一便

]　ヽ　　一一ヽ.)　､1し　1.7符カ･り帖り上セた､紬や､ヒロン　(化繊一山糸t. ,教==という図面を見なか､['

=rl′ハて,〓さ五･ 1. -㌔

もLlLと石竹か好き/ノ　た

㌔

+..∴∴　l rJ I...-.㌔.∴∴J.し.JILJ; '∴).I ･∵∵･･･T､好きにな70し｣のこし二し†

材料代等キ考･うっし∴　二､巨

人には心灘た-l'笑わからそ

にLLr三｣糸山哩前かむつかし-
■一とおり見えるまでカ岩…力LJけど､手先の仕事は年を取ってIJL1'張り合いがあり､出来上った作品を人にあける時か

一番娯しい｣と話して下さっ
たのが心に残りましたし

町別 ��)���B�^H 决計 
男 傚r�

両日j町 (i:JI;老ノ＼T｣二-∴) 涛#��917 �������2.川7 

西山町 ��dﾆ��3()5 �33｢��64日 

小山町 ��Bﾓ��こう日日 �?�微"��60:) 

内山町 佑tﾆﾂ�1日∵ 售��ｵﾒ�22】 

六名町 鉄��95 涛b�191 

堂ケ山町 �����248 �#i?｢�5()ti 

美里町 �32�9{) 塔��18⊥1 

鹿間町 �#SB�445 鼎h,f��913 

和無即町 涛��1)03 �#)?｢�123 

計 ��繝8����2,710 �2ﾃ��"�5,792 

､ゝ､　IJ.-　｣ーノト.. +

うですカ　tr=∪･:=レモ会教育課､※催山猫虹やサークルの講師として又｢手作り百軒構十｣へ出したり､近所山力々を自宅で教えたりしてい･りりしやいます｡

そして何より､芙し

いJ山を造り出すのか一揃い楽しみてあり､
結婚の117祝い等に差しLHて､点人で抑ノ1いも文一侶姑しいそうです

少佐の一人の力が｢柄

I U.｣Ⅶ

記

･jI:I(.A. 1=H J1., ･jIL∴'　∴-

言㌧)　九･tい=7両目し去･L～

メ.千=㌧けj､〝小山旧い老人福
･･･(.l1..P'.･∴･rJ..∴･],.
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し丈LLL
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山一部を割愛]･1)け二しいたたき
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去したカ　よしカ･りす二了承
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